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重 要 事 項 説 明 書 

                                 指定介護老人福祉施設 シャイントピアみなせ 

 

  あなたに対する居宅サービス提供開始にあたり、厚生省令３７号第１２５条に基づいて、当事業者があなたに説明すべ 

 き事項は次のとおりです。 

  

 １．事業者 

   事業者の名称  社会福祉法人みなせ福祉会 

    法人所在地      湯沢市皆瀬字小野１８８番地１ 

  代表者氏名   理事長  兼子 賢一 

  電話番号        ０１８３（５８）４００４ 

 

 ２．ご利用施設 

    施設の名称   特別養護老人ホーム シャイントピアみなせ 

  施設の所在地  湯沢市皆瀬字小野１８８番地１ 

  管理者名    小南 智子 

    電話番号      ０１８３（５８）４００４ 

  ファクシミリ番号  ０１８３（４６）２９００ 

 

 ３．ご利用施設であわせて実施する事業 

 事業の種類 

 

 指定年月日 

 

 秋田県知事の事業者 

   指定番号 

  利用定数 

 

施設 指定介護老人福祉施設 平成１６年１１月１日  ０５７２８５０８９９     ６０名 

居宅 指定通所介護（地域密着） 

      指定短期入所生活介護 

   指定居宅介護支援事業 

平成３０年 ６月１日

平成１６年１１月１日

平成１６年１１月１日 

  ０５９０７００１９１ 

  ０５７２８１０４８９ 

  ０５７２８１０５６２ 

    １８名 

    １０名 

 

 

  ４．事業の目的と運営方針 

    事業の目的 地域福祉、在宅福祉の中核施設としての専門性、社会性、機能性等を有効に活用し、利用者一人ひとりの人

        権・人格を尊重し、身体的、精神的健康の保持向上に努め、施設生活全般において適切な援助及び介護を行

        い、生活の場としての快適な環境づくりに努める。 

 

    運営の方針 １）人間愛に満ちた健全な施設と環境整備を図り、受容と共感を基軸とした介護援助により、利用者の尊厳

         ある生活が営めるよう努める。 

                ２）老人福祉施設の使命を自覚し、地域との交流を深めながら住民との一体感ある施設づくりに努める。 

        ３）施設職員として、常に専門性に裏付けられた資質と処遇技術の向上を図る。 

 

  ５．施設の概要  

 （１）敷地面積  １７，６３４㎡ 

 

  （２）施設本体面積  ３，８３０．２５㎡ 耐火構造（鉄筋コンクリート平屋建） 

  （３）主な設備 

    設   備  室 数  面 積（㎡）     備   考  

注）指定基準は１人当たり 

             10.65㎡以上 

厚生省令第３９号 

「指定介護老人福祉施設の 

 人員、設備及び運営に関す

 る基準」 

居室 １人部屋 

      ４人部屋 

  ８ 

 １３ 

  １２１．００ 

  ５５３．８０ 

１人あたり面積 15.125 

      〃        10.650 

食堂 

機能回復訓練室 

  １ 

  １ 

  １２１．６９ 

  ２３８．５２ 

同一使用場所 

 

浴室（一般浴室・特別浴室）     １     ８５．４８ 特殊浴槽１台 

医務室（静養室含）   １     ３９．０４  
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ホール     １     ４２．２４   

 

  ６．職員体制（主たる職員）                                            （令和８年 ４月現在） 

 

 職 種 別 

 

  

  職  名 

 

基準 

数 

(人) 

配置 

人員 

(人) 

   雇  用  形  態  

  保有資格・その他備考 

 

 

 

 

 

 

注）介護職員 計23

名ショートスティ人

員含む 

 

介護職員及び看護職

員の総数利用者３：

職員１ 

 

 

 

 常        勤  非常勤 

  正職員 準・ 臨 

施 設 長    １   １       １         社会福祉士 

生活相談員    １   １       １   社会福祉士(介護支援専門員兼務)  

介護職員 

 

 

介護長   １   １       １   介護福祉士１名 

副介護長   １   １       １   介護福祉士１名 

リーダー   ２   ２       ２        介護福祉士２名 

 

 

介護員 

 

１９ 

 

男５       ５        介護福祉士５名 

女14      ７     ４       ３ 介護福祉士９名 

看 護 師    ３   ５       ４      １  看護師４名､准看護師1名（機能訓練指導員兼務）） 

介護支援専門員    １   １       １   介護員兼務   

管理栄養士    １   ２       ２   管理栄養士 

技 術 員     １       １   介助員扱い（送迎・営繕等） 

医  師 嘱 託 医   １   １         １ 湯沢内科循環器科ｸﾘﾆｯｸ（内科他） 

 

 ７．職員の勤務体制 

従事者の職種   勤 務 体 制  勤 務 時 間 帯   その他備考 

施 設 長 月～金（４週８休）  ８：３０～１７：３０  

生活相談員 月～金（４週８休）  ８：３０～１７：３０  

介護支援専門員 月～日（４週８休）  ８：３０～１７：３０  

介護職員 

 

 

 

 

 

 

変則交代制（４週８休） 

（１）日勤  

（２）早早番 

（３）早番 

（４）遅番 

（５）遅遅番 

（６）夜勤 

 

 ８：３０～１７：３０ 

 ６：００～１５：００ 

 ７：００～１６：００ 

１０：００～１９：００ 

１２：００～２１：００ 

２０：４５～翌７：１５ 

 

 

 

 

 

 

 

看 護 師 

 

変則交代制（４週８休） 

早番、日勤、遅番 

8:00~17:00 

8:30~17:30、9:45~18:45 

夜間については、交代で自宅待機を行います。 

管理栄養士 月～金（４週８休）  ８：３０～１７：３０  

技 術 員 月～金（４週８休）  ８：３０～１７：３０  

嘱 託 医 毎週１回 火曜日回診 １３：００～１４：００ 緊急の場合は、雄勝中央病院へ紹介します。 

                         

  ８．施設サービスの概要 （１）施設の日課表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間 ／曜日   月   火   水   木   金   土   日 

  ６：００  

 ７：３０ 

  ８：００ 

  ９：００ 

１０：００ 

１１：００ 

１２：００ 

１３：００ 

１４：００ 

起床介助       

朝食介助       

職員引継       

ｵﾑﾂ交換① トイレ       

特浴介助･水分補給  一般浴介助  特浴介助  特浴介助 一般浴介助  特浴介助  居室整備 

ｵﾑﾂ交換② トイレ    〃     〃     〃    〃     〃   

昼食介助       

ｵﾑﾂ交換③ トイレ       

特浴介助、売店 特浴介助・嘱託医回診   リネン  特浴介助  特浴介助   ふれあい活動     ふれあい活動 
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１５：００ 

１６：００ 

１８：００ 

１９：００ 

２０：００ 

２１：００ 

 

～２３：００ 

～  ５：００ 

水分補給 消毒・清掃      〃    〃        

ｵﾑﾂ交換④ トイレ       

夕食介助       

就寝準備       

就前薬投与       

ｵﾑﾂ交換⑤ トイレ

消灯・巡視 

      

      

巡視       

ｵﾑﾂ交換⑥ トイレ       

 

（２）介護保険給付サービス内容 

    介護度に応じた施設サービス計画を作成し、利用者の承諾のもと計画に応じた介護サービスを提供します。 

    ３ヶ月、半年、又は随時、利用者の状態に合わせサービス計画書の見直しを行います。 

  【介護・処遇全般】 

  ・車椅子等の介護用具を活用し、「寝食分離」を基本に活動－就寝・静養の生活リズムをつけて、「寝かせきり」になら 

   ない介護を目標としています。 

 ・医療と介護との密接な連携により、医療面での管理比重の高い方でも、安心して生活出来るよう努めます。 

 

  ①食 事 

    ・栄養士の立てる献立表により、栄養と利用者の身体状況に配慮したバラエティに富んだ食事を提供します。 

    ・食事は出来るだけ離床して食堂で、みんなでいただくように配慮します。 

    ・利用者の咀嚼・嚥下の状態に応じた食事介助を心掛けます。 

    ・食事をする場所（食堂）が心のふれあいと楽しく食事が出来る環境づくりを工夫していきます。 

  ・食事時間  朝食 ７：３０～８：３０   昼食 １２：００～１３：００ 

                  夕食 １８：００～１９：００  

   あくまで標準時間ですので、利用者にあわせてゆっくり召し上がってもらうよう努めます。 

  ・その他、月一回の選択メニュー・年一回の嗜好調査を実施します。 

    ・個人の要望にそって、食事の開始時間、メニュー、食事場所等にお応えするよう努めます。 

・毎食後に口腔ケアの声かけや介助を行います。 

 

 ②排泄介護 

    ・心身の状況に応じ、適切な方法で、排泄の自立をめざします。 

      トイレ介助は、オムツ使用の方でも尿意がある限りなるべくオムツが外れるよう工夫し、又、出来るだけオムツを使用

      せず過ごせるように援助します。（定期標準誘導６回 訴え時随時対応） 

    ・オムツ交換は、毎回排泄物の観察、清拭を行い清潔感を保ち、プライバシーに配慮するなど心を傷つけないように努め

   ます。 （定期交換標準６回 随時対応可能） 

 

  ③入浴や清拭 

  ・特殊浴槽・一般浴槽を活用し、利用者に合った入浴方法で、安全に入浴出来るよう援助します。 

  ・基本的には、週２回の入浴日設定ですが、入浴日に入浴出来なかった場合でも、入浴可能となった時点で、入浴出来る

   体制をとります。（夏場はシャワー浴が毎日可能です） 

  ・身体状況等により入浴が困難な場合は、清拭を実施。（随時実施します） 

 

  ④更 衣 

    ・起床時には着替えと整容を、就寝時にも着替えの介助を行います。ただし、自分でできないところのみの介助を行いま

   す。 

    ・ご本人の要望に添った着衣の選択などにもお応えします。 

 

  ⑤機能訓練 
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    ・多職種協働で生活リハビリを行い、身体・精神機能の維持向上に努めます。 

      

 

  ⑥相談援助・苦情の受付 

    ・入所者や必要に応じて家族に対して生活・介護・環境等に関する相談・助言を提供します。 

     （施設相談窓口）受付担当：生活相談員  佐藤咲子 

  ・苦情に対応する常設の窓口 

     （施設苦情窓口）受付担当：生活相談員  佐藤咲子  （苦情解決責任者）施設長 小南智子 

      苦情処理を行うための処理体制 

   1.「相談・苦情受付簿」に記載する。 

      2.関係者及び部署等より苦情についての事実確認を行う。 

      3.関係者及び部署等との協議・連携により対応内容を検討し、管理者の決裁を受ける。 

      4.苦情の改善について、相談者に説明し、対応内容も受付簿に記録しておく。 

    ・施設外苦情申立窓口 

       秋田県国民健康保険団体連合会     電話 ０１８－８２６－６８６４ 

       湯沢市長寿福祉課 介護保険班          電話  ０１８３－７３－２１１１ 

       湯沢市役所  皆瀬総合支所地域応援班   電話  ０１８３－４６－２１１１ 

       湯沢市役所  稲川総合支所地域応援班   電話  ０１８３－４２－２１１１ 

       湯沢市役所  雄勝総合支所地域応援班    電話 ０１８３－５２－２１１１ 

        秋田県運営適正化委員会                電話  ０１８－８６４－２７２６ 

横手市市民福祉部高齢ふれあい課        電話  ０１８２－３５－２１３４ 

羽後町役場健康福祉課 介護保険班      電話  ０１８３－６２－２１１１ 

 

 ⑦健康管理 

    ・嘱託医である湯沢内科循環器科クリニック医師による週一回（火曜日）の回診により、必要な医療処置が受けられます。

   又、協力医療機関が雄勝中央病院になっており、緊急時及び高度な治療を要するときには紹介状にて引継されます。 

  ・看護師が毎日、健康チェックを行い早期対応・効果的介護に努めます。 

    ・基本的な感染症予防対策を行い、利用者の健康を守ります。 

 

  ⑧生活サービス 

    ・寝具は、リース契約にて週一回の交換で清潔さを保ちます。（汚れた時は、随時交換可能） 

  ・居室の清掃、施設内での可能な洗濯は毎日担当職員が実施します。 

 

  ⑨社会的便宜の提供 

    ・日常生活上必要な行政機関等の諸手続きで利用者・家族が対応困難な場合の代行手続きを行います。 

  ・利用者の年金や金銭の管理を行います。（別途預り金管理委託契約書に基づく） 

    ・地元商店に委託し、毎週金曜日に移動売店で菓子類等の購入が出来ます。 

    ・レクリエーション・行事・クラブ活動を提供し、生きがいづくりに努めます。 

   （ ふれあい活動とは、利用者と介護職員との関わりを深める目的の個別ケアを意味します） 

   

 ⑩その他 

    ・近隣の小中学校のボランティアの受け入れ及び幼稚園・保育所との交流する機会を提供し、楽しんでいただきます。 

    ・利用者への宅配便・郵便物の取次等を行います。 

    ・各個人用ベット・全てのトイレ・浴室にナースコールを備えてあります。 

    ・湯沢市介護相談員が、ご利用者の話し相手・相談相手として施設に来所しています。 

 

 

  （３）介護保険給付外サービス 

  ①理髪・美容 

  ・１ヶ月に一回（第四月曜日）に、地元理容組合の出張による理髪サービスをご利用いただけます。 
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   又、希望があれば、適時近隣の理髪店に出向いて行えるよう便宜を図ります。  

    

  ②預り金管理 

  ・別途、「預り金管理委託契約」を締結された利用者及びご家族においては、金銭等管理サービスをご利用いただけます。 

   このサービスには、金銭出納管理をするに必要な代理権（日用品等の代金支払い、医療費支払い等）も含まれています。 

 （４）身体的拘束及び行動制限 

当施設及び職員は、ご利用者又は他のご利用者等の生命又は身体を保護するため緊急やむを得ない場合を除き、身

体   拘束その他ご利用者の行動を制限する行為を行わないものとします。 

緊急やむを得ず身体拘束その他ご利用者の行動を制限する行為を行う場合は、当施設が別に定める「身体拘束等廃

止   マニュアル」に規定する手続きに従って行うものとします。 

 

 （５）高齢者虐待防止について 

当施設は、ご利用者等の人権擁護・虐待の防止等のために、次に掲げるとおり必要な措置を講じます。 

   （１）虐待防止に関する担当者を選定（生活相談員）しています。  

（２）従業者に対する人権擁護・虐待防止を啓発するための研修を実施しています。 

（３）従業者が支援にあたっての悩みや苦悩を相談できる体制を整えるほか、従業者がご利用者等の権利擁護に取り

組  める環境の整備に努めます。 

（４）サービス提供中に、当施設の従業者又は養護者（現に養護している家族・親族・同居人等）による虐待を受け

た  と思われるご利用者を発見した場合は、速やかに市町村に通報します。 

 

  （６）秘密保持等 

        当施設および当施設の使用する職員は、サービスを提供する上で知り得たご利用者及びその家族に関する秘密を、正

   当な理由なく第三者に漏らしません。この守秘義務は、職員の雇用契約終了後も同様とします。 

        ご利用者から予め文書の同意を得ない限り、居宅介護支援事業者等に対し、ご利用者の個人情報を提供いたしません。 

 

  （７）衛生管理等について 

        利用者の使用する施設、食器その他の設備又は飲用に供する水について、衛生上必要な措置を講じます。 

    施設において感染症の発生又はまん延しないように必要な措置を講ずるとともに、食中毒及び感染症の発生防止のた

   めの措置等について、必要に応じて保健所の助言・指導を求めるとともに、常に密接な連携に努めます。 

       ＊業務継続計画（BCP）感染症編（入所系）に沿った対応、研修、訓練を行います。 

   

  （８）業務継続計画（BCP）の策定等について 

感染症や非常災害の発生時において、入所者に対するサービスの提供を継続的に実施するための、及び非常時の体

制   で早期の業務再開を図るための計画（業務継続計画）を策定し、当該業務継続に従って必要な措置を講じます。 

    従業者に対し、業務継続計画について、周知するとともに、必要な研修及び訓練を定期的に実施します。   

定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更を行います。 

 

 （９）入所者の安全並びに介護サービスの質の確保等 

   業務の効率化、介護サービスの質の向上その他の生産性の向上に資する取組の促進を図るため、利用者の安全並びに介

   護サービスの質の確保及び職員の負担軽減に資する方策を検討するための生産性向上委員会を定期的に開催します。 

 

（１０）ハラスメント対策について 

    ①当法人のハラスメント防止対策指針及び顧客等によるハラスメントへの対応に関する指針に基づき、施設内におい

     て行われる優越的な関係を背景とした言動や、業務上必要かつ相当な範囲を超える行為は組織として許容しません。 

        ②ハラスメント事案が発生した場合、マニュアルなどを基に即座に対応し、同時案件が発生しない為の再発防止策を

     検討します。 

        ③職員に対し、ハラスメントに対する基本的な考え方について研修などを実施します。 

          相談窓口を設置するなど、いつでも相談できる体制を整備します。また、定期的に話し合いの場を設け、ハラスメ

     ント発生状況の把握に努めます。 

    ④ハラスメントと判断された場合には行為者に対し、関係機関への連絡、相談、環境改善に対する必要な措置、利用



- 6 - 

     契約の解除等を検討する措置を講じます。 

 

 ９．利用料 

  （１）保険給付  区   分  利 用 料 （＊介護・看護職員の配置 ３：１に基づく１日当たりの単価） 

                  介護報酬の告示上の額（施設介護サービス費の１割と食事にかかわる標準負担額の合算額） 

 （多床室）  

 

１．利用者の要介護度と 

    サービス利用料金 

 

 要介護度１ 

 ５，８９０円 

 

 要介護度２ 

  ６，５９０円 

 

 要介護度３ 

  ７，３２０円 

 

 要介護度４ 

  ８，０２０円 

 

 要介護度５ 

  ８，７１０円 

 

２．サービス利用に係わ 

    る自己負担額（１割） 

 

 

      ５８９円 

 

 

      ６５９円 

 

 

      ７３２円 

 

 

      ８０２円 

 

 

      ８７１円 

 

３．居室に係わる基準自 

    己負担額 

 

 

                             ９１５円 

 

４．食事に係わる基準自 

    己負担額 

 

                   

                  １，５４５円 

 

５．自己負担額合計 

 

 

 

 

  ３，０４９円 

 

 

 

  ３，１１９円 

 

 

 

  ３，１９２円 

 

 

 

  ３，２６２円 

 

 

 

  ３，３３１円 

 

   

 （従来型個室）  

 

１．利用者の要介護度と 

    サービス利用料金 

 

 要介護度１ 

 ５，８９０円 

 

 要介護度２ 

  ６，５９０円 

 

 要介護度３ 

  ７，３２０円 

 

 要介護度４ 

  ８，０２０円 

 

 要介護度５ 

  ８，７１０円 

 

２．サービス利用に係わ 

    る自己負担額（１割） 

 

 

      ５８９円 

 

 

      ６５９円 

 

 

      ７３２円 

 

 

      ８０２円 

 

 

      ８７１円 

 

３．居室に係わる基準自 

    己負担額 

 

 

                           １，２３１円 

 

４．食事に係わる基準自 

    己負担額 

 

                   

                  １，５４５円 

 

５．自己負担額合計 

 

 

 

 

  ３，３６５円 

 

 

 

  ３，４３５円 

 

 

 

  ３，５０８円 

 

 

 

  ３，５７８円 

 

 

 

  ３，６４７円 

 

   ＊負担割合が２割・３割の方は割合に応じて利用料金が変わります。 

   ＊その他加算料金（一日当たり）日常生活継続支援加算３６円、看護体制加算４円、栄養ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ強化加算１１円   

          （一月当たり）科学的介護体制加算（Ⅱ）５０円 

  ＊この他、一月当たりの総単位数に介護職員等処遇改善加算Ⅰロ １７．６％が加算されます。（R8.6.1～） 

  ＊居室・食事について所得に応じた負担軽減があります。  

 

 （２）保険外給付 

    区   分  利 用 料 

    理容・美容    理髪サービス１回２，５００円（R7.4.1～） 
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  （３）入所者の選定により提供するもの 

    区   分  利 用 料 

    日常生活に要する費用で本人に負担いただくことが適当であるもの 

    ・レクリエーション・行事・クラブ活動の費用（別紙、行事予定表参照） 

    ・日常生活品の購入代金（おむつ代は保険給付に含まれています） 

    ・嗜好品の購入代金（新聞、雑誌、菓子類等） 

 

  １０．協力医療機関と医療 

  （１）医療機関の名称  湯沢内科循環器科クリニック 

        院長名      山本 久（嘱託医） 

        所在地      湯沢市沖鶴２１５番地１ 

        診療科目     内科・循環器科・呼吸器科                               

    入院設備     病床なし 

        協力契約の内容  ①利用者への定期的な診察（回診） 

                           （週一回 １時間） 

             ②利用者が急変した場合の緊急対応措置 

                          ③利用者が入院が必要となった場合の他医療機関への紹介 

                           

     協力医療機関の名称  ＪＡ秋田厚生連 雄勝中央病院（R7.1.1～委託契約） 

        院長名      院長 小松田 敦 

        所在地      湯沢市山田字勇ヶ岡２５ 

        診療科目     総合病院（内科・外科・整形外科・皮膚科等）                      

    入院設備     病床あり 

        協力契約の内容  ①利用者の病状に急変や感染症が生じた場合の常時の相談対応 

             ②利用者が診療を求めた場合の常時の診療体制 

                          ③診療時間外や休日でも対応する医療の確保 

                          ④利用者が入院を要すると認められた場合の入院の受入 

                          ⑤施設と１年に１回以上、利用者の緊急時の対応確認 

                          ⑥施設に対する感染症対策の研修又は訓練 

                          ⑦施設との必要に応じて妥当適切な協力・協議（医療の確保、感染症等） 

 

  （２）入所者の医療   １．病気やけがの治療は施設の嘱託医または利用者が選択する医療機関で受けていただくことに

               なり、医療費は医療保険制度で支給される以外の費用は利用者の負担となります。 

               但し、検査及び短期間の入退院の手続きや送迎は無料です。 

             ２．通院時の付き添い、入退院の移送は致しますが、入院中の付き添いはしません。 

             ３．尚、入院が３ヶ月以上におよぶ場合は退所となります。 

 

  １１．非常時災害時の対策 

        非常時の対応    別に定める「業務継続計画（BCP）、消防計画」により対応します。 

    非常通報の体制    非常通報体制は全職員での連絡体制を確保しています。 

    近隣との協力体制  湯沢市皆瀬消防団第二分団（菅生部落）と、「総合防災訓練」を通して応援協力体制を確保し

              ています。 

 

    平常時の訓練と防災設備 

              別に定める「業務継続計画（BCP）、消防計画」により、年２回以上の夜間及び昼間を想定し

              た避難訓練を、利用者の方も参加して実施します。 

                 ＊業務継続計画（BCP）自然災害編（入所系）に沿った対応、研修、訓練を行います。 

 

    防災設備の概要   【主な消防用設備】     
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                            ・消化器 ２０本  ・屋内消火栓設備 １２カ所  ・防火扉 ４カ所 

                            ・自動火災報知器  ・非常警報設備  ・誘導灯、誘導標識  ・自家発電設備 

 

   ①事故発生時の対応  

             利用者に対する施設サービスの提供により事故が発生した場合は、速やかに市町村、利用者の家族に連

          絡を行うとともに、利用者の病状に急変、その他の緊急事態が生じたときは、速やかに主治医に連絡す

          る等必要な措置を講じます。 

          又、事故が生じた際には、その原因を解明し、再発生を防ぐための対策を講じます。 

   事故補償   施設サービス提供上、不可抗力的に生じた損害、事故の補償については、利用者・施設双方で協議する

          こととします。 

          尚、当施設は「社会福祉施設総合賠償補償共済制度：しせつの共済」に加入しています。 

 

  ②来訪・面会  来訪者は、面会時間を遵守し「面会カード」を記入の上、職員に届けて下さい。 

             面会時間の設定：概ね午前８時３０分から午後７時迄の間と致します。 

 

    ③外出・外泊  外出・外泊の際には、必ず行く先と帰宅予定時間を職員に申し出て下さい。 

       

    ④居室・設備・器具の使用 

                施設内の居室や設備、器具は本来の用法に従ってご利用下さい。 

          これに反したご利用により破損等が生じた場合、賠償していただくことがございます。 

   

  ⑤喫煙・飲酒  喫煙は所定の場所に限らせて頂きます。 

                   尚、飲酒については、当施設では「行事」の際に楽しんで頂くことにしておりますが、個人の嗜好は尊

          重いたします。 

  

  ⑥迷惑行為   けんか、暴行、中傷、口論など他人（他利用者、従事者等）に対する迷惑行為はしないで下さい。 

 

    ⑦所持品の管理 入所時に「物品預り表」を確認していただきます。尚、原則的に所持品は日常生活用品に限り、貴重品

          は避けて頂きます。 

 

    ⑧現金等の管理 現金等の管理を施設に依頼される場合は、施設に預けることが出来ます。 

          詳細は「預り金管理委託契約書」によります。主な内容は、次のとおりです。 

                    管理する金銭の限度額：預り金規程では限度額の設定はございません。 

                                          年金の入金等の管理に限定し、必要最小限の受け払いを代行致します。 

                                遺産相続等に係わる財産等の管理はいたしません。 

          管理する金銭等の形態：指定する金融機関の預金通帳を施設で管理します。 

                                          （利用者名義にて北都銀行稲川支店に預け入れ） 

          お預かりするもの  ：上記預金通帳と通帳印（原則各１つ） 

          保管場所      ：通帳等管理（保管責任者 事務員／保管場所 事務室大金庫）              

                                   印鑑   （保管責任者 生活相談員／保管場所 机ケース施錠付き）  

                                        現金   （保管責任者 庶務事務員／保管場所 事務室大金庫） 

                    保管管理者     ：施設長が責任を持って管理します。 

          但し、利用者及び身元引受人により概ね３ヶ月ごとに確認を頂戴致します。 

                    また、入所契約の終了後３０日以内に所持品及び現金等は入所者及び身元引受人にお引き渡し致します。

           

  ⑨宗教活動・政治活動 

                    施設内で他の人に対して、自身の信心している宗教活動や政治活動を強要しないで下さい。 

 

  ⑩実習生の受入れについて 

      当施設は、介護福祉士等における介護実習の単位を取得しようとしている者、外国人技能実習生等の
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受     入れを行っています。実習は個人情報に十分配慮し、当施設職員の監督・指導のもと行います。 

 

  １３．入所・退所等   

    入所の詳細は契約書、運営規程、管理規程等にもとづき開始されます。 

  また契約書、運営規程上の契約の解除項目に該当する場合は退所することになります。 

  主な例は、以下の通りです。 

  ①利用料の滞納や伝染性疾患の羅患と治療上必要性、利用者本人の行動による他の利用者への影響 

  ②介護認定の更新による入所該当外（自立・要支援が該当）の認定結果の場合 

      介護認定の更新による介護１、介護２の認定結果であり、特例入所の事由に当てはまらない場合 

  ③措置施設（養護老人ホーム等）への入所 

  ④３ヶ月以上の入院の場合 

 

  １４．第三者評価について 

         当施設では実施しておりません。 

 

 

 


